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平成から令和へと元号が変わ つた。あたか

もこの国が心機一転 「リセ ッ ト」されたかの

ような祝賀ムー ドがあバ、れている。だが、冷

静に現実を見よう。平成から山積するあらゆ

る問題がそ つくり残 つたままなのだ。経済、

労働、原発事故、安保法制、戦争責任、そ し

て沖縄基地問題と、過去から引き継がれた数

々の 「負の遺産Jの 現在をあらためて振 り返

り、令和での展望を探る。

(中沢佳子、皆川剛)
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汚
水
処
理
な
ど
の
タ
ン
ク
が
林

立
す
る
福
島
第

一
原
発
構
内
＝

１
月
、

福
島
県
大
熊
町
で
、

本

社
ヘ
リ

「お
お
づ
る
」
か
ら

【
経
済
問
題
】

「
平
成
は

『
豊
か
さ
の
中

の

貧
困
』
と
い
う
、

歪
ん
だ
経
済

社
会
を

つ
く
り
だ
し
た
」
と
、

同
志
社
大
の
浜
矩
子
教
授

（
国

際
経
済
学
）
は
指
摘
す
る
。

バ

ブ
ル
崩
壊
や
リ
ー

マ
ン

・
シ

ョ

ッ
ク
で
成
果
主
義
に
走

っ
た
企

業
は
終
身
雇
用
を
捨

て
、

社
会

か
ら
こ
ば
れ
落
ち
る
人
が
増
え

た
。

「
大
き
く
見
れ
ば
豊
か
さ

と
快
適
さ
を
享
受
し
て
い
る
国

だ
。

な
の
に
、

と
こ
ろ
ど
こ
ろ

に
十
分
ご
飯
を
食
べ
ら
れ
な
い

子
、

進

学

で

き

な

い
子

が

い

る
。

と
て
も
異
様
だ
」

第

二
次
安
倍
政
権
は
、

経
済

政
策

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
を
掲

げ
て
き
た
。

大
規
模
な
金
融
緩

和
で
企
業
や
個
人
が
お
金
を
借

り
や
す

い
状
況
に
し
、

企
業
業

績

の

改

善

に

続

き
、

賃

金

上

昇
、

さ
ら
に
は
消
費
拡
大
、

物

価
上
昇
と
好
循
環
を
促
す
と
し

た
。

だ
が
、

国
民
の
所
得
は
い

っ
こ
う
に
増
え
ず
、

格
差
は
温

存
さ
れ
た
ま
ま
だ
。

浜
教
授
は

「
評
価
に
値
し
な

い
。

安
倍
首
相
が
目
指
す

『
二

十

一
世
紀
版
大
日
本
帝
国
』
を

支
え
る
た
め
の
経
済
基
盤
づ
く

り
で
あ
り
、

経
済
政
策

の
私
物

化
。

全

否

定

す

る

べ

き

も

の

だ
」
と
切
り
捨

て
る
。

【
労
働
問
題
】

日
本
労
働
弁
護
団
の
棗

一
郎

弁
護
士
は

「
平
成
は
、

労
働
者

の
非
正
規
化
が
格
段
に
進
み
、

経
済
格
差
と
貧
困
が
深
刻
に
な

っ
た
」
と
指
摘
す
る
。

長
び
く

不
況
の
中
、

低

い
賃
金
で
働
か

せ
、

い

つ
で
も
解
雇
で
き
る
非

正
規
雇
用
を
前
提
と
し
た
経
営

が
企
業
に
染
み
付
い
た
。

「
安

倍
政
権
は

『
正
規
、

非
正
規
と

い
う
言
葉
を
な
く
す
』
と
言

っ

た
が
、

同

一
労
働
同

一
賃
金
ほ

実
効
性
が
な
く
、

派
遣
労
働
も

全
面
的
に
自
由
化
さ
れ
た
。

一雇

用
の
保
護
と
い
う
点
で
は
、

以

前
よ
り
ひ
ど
く
な

っ
て
い
る
」

経
済
産
業
省
は
今
、

　
コ
屋
用

関
係

に
よ
ら
な
い
働
き
方
」
を

掲
げ
る
。

企
業
が
入
を
抱
え
込

む
の
で
は
な
く
、

個
人
事
業
主

な
ど
に
外
注
す
る
方
式
で
、

業

務
の
効
率
化
や
一屋
用
の
流
動
を

促
す
と
さ
れ
る
。

案
氏
は

「
一

見
、

自
由

で
い
い
イ
メ
ー
ジ
。

し
か
し
要
は

『
委
託
』
や

『
請

負
』
で
一屋
用
責
任
を
負
わ
ず
に

働
か
せ
る

こ
と
。

フ
リ
ー
ラ
ン

ス
が
企
業
と
対
等
に
契
約
で
き

る
仕
組
み
も
な
い
ま
ま
広
が
る

と
、

格
差
が
ま
す
ま
す
広
が
る
」

と
危
ぶ
む
。

「
『
世
界
で

一
番

企
業
が
活
躍
し
や
す
い
国
』
を

掲
げ
る
安
倍
政
権
は
、

安

い
労

働
力
を
求
め
る
企
業

の
要
望
に

応
え
よ
う
と
、

質

の
悪
い
一屋
用

を

広

げ
、

野

放

し

に

し

て

い

る
。

派
遣
よ
り
も
質
の
悪
い
働

き
方
が
広
が
り
か
ね
な
い
」

【
原
発
事
故
】

事
故
処
理

の
遅
れ
が
目
立

つ

中
、

国
は
旧
態
依
然
の
原
子
力

政
策
を
続
け
て
い
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
原
子
力
資
料

情
報
室
」

（
東
京
）
の
伴
英
幸

共
同
代
表
は

「
原
発
を
維
持
し

た
い
産
業
界
や
政
府
と
、

脱
原

発
を
願
う
国
民
世
論
に
ず
れ
が

あ
る
」
と
指
摘
。

原
発
事
故
に

つ
い
て

「
廃
炉
に
は
四
十
年
か

か
る
と
言
わ
れ
、

令
和
の
間
で

終
わ
る
見
通
し
は
暗
い
。

自
然

災
害

へ
の
備
え
も
甘
く
、

現
状

で
は
福
島
の
事
故

の
再
来
も
あ

り
う
る
」
と
心
配
す
る
。

も
は
や
脱
原
発
の
流
れ
は
止

ま
ら
な
い
と
み
る
。

「
二
〇
三

〇
～

五
〇
年
に
原
発
廃
炉

の
時

代
を
迎
え
る

一
方
、

新
た
な
原

発
を
造
る
の
は
、

世
論
を
考
え

て
も
難
し
い
。

政
府
は
脱
原
発

を
は

っ
き
り
打
ち
出
し
、

自
然

。
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー

支
援

／
の
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
資
源
を

つ

爆

ま
な
く
て
は
」

　

　

　

‐

tama
線

tama
線



(第3種郵便物認可)

平
成
は
日
本
が
戦
争
に
巻
き

込
ま
れ
な
か

っ
た
が
、

転
機
は

元
年
に
あ

っ
た
。

一
九
八
九
年
末
、

米
ソ
が
冷

戦
の
終
結
を
宣
言
し
、

日
米
安

全
保
障
体
制

の
前
提
で
あ
る
ソ

連
の
脅
威
が
去

っ
た
。

　
フ
じ
の

時
点
で
、

日
本

に
は

二
つ
の
道

が
あ

っ
た
」
と
軍
事
ジ

ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
前

田
哲
男
氏
は
振
り

返
る
。

憲
法
の
前
文
と
九
条
の

理
念

・
平
和
主
義
を
発
展
さ
せ

る
道
と
、

そ
の
ま
ま
安
保
体
制

を
継
続
さ
せ
る
道
だ
。

日
本
は
後
者
を
選
び
、

敵
を

ソ
連
か
ら
北
朝
鮮
と
中
国

に
再

設
定
し
、

九
七
年
の
日
米
防
衛

協
力
指
針
で
朝
鮮
半
島
有
事
を

念
頭
に
置

い
た
。

二
〇

一
五
年

に
指
針
は
改
定
さ
れ
、

安
保
法

制
が
成
立
。

離
島
防
衛
を
う
た

い
、

中
国
を
け
ん
制
し
た
。

米

国

と

の

一
体

化

も

進

ん

だ
。

昨
年
末
に
閣
議
決
定
し
た

「
防
衛
計
画
の
大
綱
」
と

「
中

期
防
衛
力
整
備
計
画
」
で
、

護

衛
艦

「
い
ず
も
」
を
改
修
し
て

事
実
上

の
空
母
と
し

、
米
国
製

ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
の
発
着
を
可

能
に
す
る
方
針
を
示
し
た
。

「
既
に
憲
法
前
文
と
九
条
に

実
質
的
な
規
範
力
は
な
い
。　

一

方
で
、

国
民
の
多
数
が
共
有
す

る
自
衛
隊
の
イ
メ
ー
ジ
は
い
ま

だ
に
専
守
防
衛
だ
。

そ
ん
な
矛

盾
を
は
ら
ん
だ
ま
ま
、

自
衛
隊

の
行

動

領

域

が

広

が

っ
て

い

る
」
と
懸
念
す
る
前

田
氏
。

〈
「
和

＞
手
ｔ

ニ
ヨ
ト
が
安
巳

こ
録
当

専
募
上
α
空
長
に
己
但
さ
才
え

こ
と
が
決
ま

っ
て
い
る
海
上
自

衛
隊
の
護
衛
艦

「
い
ず
も
」
＝

神
奈
川
県
横
須
賀
市
沖
で

込
ま
れ

て
も
不
思
議
は
な
い
。

前
田
氏
は
訴
え
る
。

「
ど
ん

な
組
織
が
ど
の
範
囲

の
任
務
を

行

い
、

そ
の
た
め
に
必
要
な
装

備
は
何
か
。

新
時
代
、

野
党
は

そ
う
し
た

『
専
守
防
衛
』
を
具

体
化
す
る
議
論
を
護
憲
の
立
場

か
ら
再
定
義
し
、

国
民
に
示
す

必
要
が
あ
る
」

【
戦
争
責
任

】

昭
和

の
戦
争
に
お
け
る
日
本

の
加
害
責
任
は
、

平
成
で
も
解

決
し
な
か

っ
た
。

旧

日
本
軍

に
よ
る
慰
安
婦
間

題

の
責
任
を
認
め
た

一
九
九
二

年
の
河
野
談
話
や
、

植
民
地
支

配

へ
の
謝
罪
と
反
省
を
表
明
し

た

九

五

年

の
村

山

談

話

を

経

て
、

日
韓
関
係
は
雪
解
け
に
向

か
う
か
に
見
え
た
。

し
か
し
、

慰

安
婦
問
題
を

「
最
終
的
か

つ
不

一
五
年
の
日
韓
合
意
を
機
に
両

国
民
間
の
感
情
は
悪
化
。

徴
用

工
問
題

で
も
、

日
本
企
業
を
相

手
に
提
訴
が
相
次

い
で
い
る
。

日

本

政

府

は
、

こ

れ

ら

を

「
解
決
済
み
」
と
す
る
立
場
を

と
り
続
け
る
が
、

前

田
朗

・
東

京

造

形

大

教

授

（
戦

争

犯

罪

論
）
は

「
国
際
人
権
法
に
照
ら

せ
ば
、

人
権
問
題
の
解
決
に
は

当
事
国
だ
け
で
は
な
く
、

被
害

者

の
立
場
を
尊
重
し
、

被
害
者

が
受
け
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る

解
決
を
模
索
す
る
姿
勢
が
不
可

欠
だ
。

国
家
間
で
手
続
き
を
進

め
、

既
成
事
実
と
し
て
押
し
通

す
手
順
で
は
国
際
社
会
の
理
解

を
得
ら
れ
な
い
」
と
話
す
。

前
田
教
授
は
、

ナ
チ
ス
政
権

下
の
迫
害
を
め
ぐ
り
、

戦
後
の

ド
イ
ツ
政
府
は

ユ
ダ
ヤ
人
団
体

や
ポ
ー

ラ
ン
ド
の
被
害
者
団
体

４
月
４
ヨ
、

日
本
企
業
に
賠
償
を
求

め
て
追
加
提
訴
し
た
元
徴
用
工
ら
＝

韓
国

・
ソ
ウ
ル
で
（中
村
彰
宏
撮
影
）

市
辺
野
古
の
沿
岸
部
＝
３
月

と
協
議
し
な
が
ら
補
償
を
進
め

て
き
た
こ
と
を
挙
げ
る
。

「
日

本
も
韓
国
の
被
害
者
団
体

の
理

解
を
得

つ
つ
救
済
立
法
を
議
論

す
る

こ
と
が
必
要
だ
」

【
沖
縄
基
地
問
題
】

政
府
が
名
護
市
辺
野
古
沖
で

強
行
す
る
米
軍
新
基
地
建
設
は

物
心
両
面
で
負

の
遺
産
だ
。

移

設
反
対
を
掲
げ
た
玉
城
デ

エ
ー

知
事

の
当
選
、

辺
野
古
沿
岸
埋

め
立

て

へ
の
反
対
票
が
七
割
を

超
え
た
県
民
投
票
、

衆
院
補
選

で
移
設
反
対
を
掲
げ
た
候
補

の

当
選
で
示
さ
れ
た

「
ノ
ー
」
の

民
意
を
踏
み
に
じ
り

つ
つ
、

青

い
海
の
埋
め
立
て
は
続
く
。

「
『
辺
野
古
』
県
民
投
票
の

会
」
代
表
の
元
山
仁
士
郎
氏
は

「
元
号
が
変
わ
る
の
は
、

自
分

に
と

っ
て
誕
生
日
や
元
旦
が
来

る

程

度

の

意

味

合

い
」

と

話

し
、

沖
縄
に
向
け
ら
れ
る
目
に

ば

よ

い

の

に
な

ぜ

逆

ら

う

の

か
』
と
い
う
意
識
を
感
じ
る
」

と
語
る
。

「
そ
の
意
識
は
、

開

戦

に
向
か

っ
た
か

つ
て
の
日
本

の
姿
と
同
じ
で
は
な
い
の
か
。

上

に
従

っ
て
い
れ
ば
社
会
が
良

く

な

る
、

な

ん

て

こ
と

は

な

い
。

自
分
た
ち
が
主
体
的
に
ど

ん
な
価
値
観
を
選
び
取
る

の
か

が
今
、

間
わ
れ
て
い
る
」

◇

こ
う
し
て
見
て
み
る
と
、

さ

ま
ざ
ま
な
局
面
で
弱
者

へ
の
思

い
や
り
の
欠
畑
が
目
立

つ
。

前

出

の

浜

教

授

は

言

う
。

「
豊
か
さ
の
中
の
貧
困
に
は
、

金
持
ち
や
大
企
業
か
ら
高

い
税

金
を
と

っ
て
弱
者
救
済
に
充
て

て
対
処
す
る
も
の
だ
。

だ
が
、

安
倍
政
権
に
そ
の
気
が
な
い
。

彼
は
強
い
者
を
よ
り
強
く
す
る

こ
と
が
大
事
。

弱
者
救
済

の
発

想
が
な
い
」
と
断
じ
た
上
で
、

こ
う
切
り
捨

て
る
や

「
政
策
を

私
物
化
す
る
安
倍
政
権
こ
そ
、

平
成
最
大
の
負
の
遺
産
だ
」

「
う
そ
の
横
行
」
も
平
成

の
巨
大
な
負
の
遺
産
だ
。

無

理
も
な
い
、

時
の
総
理
大
臣

が

「
息
を
す
る
よ
う
に
う
そ

を
つ
く
」
の
だ
か
ら
。

し
か

し
、

な
お
悪
い
つ
は

「
そ
れ

を
見

な
が

ら
、

何

も
し

な

い
」
こ
と
だ
。

う
そ
を
暴
く

の
を
断
念
す
れ
ば
結
局
、
う

そ
つ
き
を
利
す
る
。

今
日
は

真
実
追
求

へ
の
強
い
意
思
を

再
確
認
し
た
い
。

　

（
典
）
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